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●申し込み場所　遠賀町中央公民館

●申し込み日時　3月23日㊥中絶1時から

（定員になり次第締切ります）

※お一人で複数世帯の受付、電話での申し込みはできません。

●問い合わせ　教育委員会・社会教育課

℡（293）1234

●と　き　3月28日（木）

●ところ　福岡市博物館（早良区百通浜）

浮羽郡吉井町

●募集人員　225人

●参加料　福岡市博物館入場料　大人800

円・高大600円・小中無料（弁当を希望

される人は別途600円必要です。）
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の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



題

6つの撃退ポイント
悪質業者の勧誘に引つかかり、トラブルに巻き込まれないために

次の6つの撃退ポイントを覚えてください。
★蘭学にドアを6副ナずにまず聞こう　名前と目的を

あまりしつこいこきは、「110番しますよ」の一言を。

★あやしいそ他人のふところ聞く業者

お金があることが分かると、だましにかかるのか、悪質業者です。
★もうけたいと思うゐなたの心に落とし穴

甘い話はこの世にないと、肝に銘じてください。

★勇気をもちはっきり言おういりません

必要のない商品やサービスは、「いりません」の一言を。

★契約書　サインの前にまず誰かに相談しよう

契約書へのサインは、慎重にしましよう。身近な人に相談してから契約して

も、遅くはありません。

★よく考えうまく使おうクーリング　オフ

訪問販売は契約書を受け取ってから8日以内、マルチ商法は同じく14日以内

に書面で解約を申し出れば、原則として無条件で解約できます。解約ができる

のは、この期問です。

新生活を間もなく迎えようとするみなさん、悪質業者に引つかかり、人生を狂
わせないように注意しましよう。

圏”t

ま
も
な
く
桜
咲
く
4
月
　
－
　
進
学
、
就
職
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

さ
て
こ
の
時
期
は
、
甘
い
言
葉
で
人
を
だ
ま
す
悪
質
業
者
が
、
あ
な

た
が
た
を
狙
い
ま
す
。
言
葉
巧
み
に
近
づ
き
、
必
要
の
な
い
高
額
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
の
で
す
。
特
に
お
年
寄
り
、
若
者
の
被

害
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
、
手
口
は
ま
す
ま
す
巧
妙
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
っ
か
か
り
や
す
い
主
な
手
口
と
、
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

悪
質
商
法
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
人

の
弱
み
に
つ
け
こ
ん
た
り
、
夢
や
希
望

を
食
い
物
に
し
た
り
し
て
、
言
葉
巧
み

に
高
額
な
商
晶
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ

け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
手
口
は
街
頭
で

声
を
か
け
て
き
た
り
、
家
に
訪
問
し
て

き
た
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電
話

を
か
け
て
き
た
り
す
る
な
ど
、
実
に
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

誘
い
か
け
て
く
る
言
葉
も
、
「
金
が

も
う
か
る
」
「
頭
が
よ
く
な
る
」
「
美
し

く
な
る
」
　
「
健
康
に
な
る
」
な
ど
、
興

味
を
引
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。
「
本
当

で
す
か
」
な
ど
と
い
お
う
も
の
な
ら
、

契
約
を
と
ろ
ま
で
必
死
に
食
ら
い
つ
い

て
き
ま
す
。
何
度
も
自
宅
や
職
場
に
き

て
催
促
を
し
、
な
か
に
は
脅
迫
す
る
業

者
も
い
ま
す
。

「
電
話
勧
誘
」
　
の

苦
情
相
談
が
多
い

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
の
傾
向
は
、

「
P
I
O
I
N
E
T
　
（
全
国
消
赦
生
活

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
‥
ン
ス
テ
ム
）
」

で
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
と
、
都
道
府
県
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
と
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
結
ん

で
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
悪
質
商
法

の
苦
情
や
相
談
な
ど
を
蓄
積
し
て
い
ま

す。

こ
こ
数
年
、
苦
情
や
相
談
が
多
い
の

が
、
強
引
な
電
話
勧
誘
で
す
。
そ
の
な

か
で
も
、
特
に
目
立
つ
の
が
「
資
格
商

法
」
。
電
話
勧
誘
の
苦
情
相
談
受
け
付

け
件
数
の
う
ち
、
約
8
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
（
平
成
5
年
度
）
。
国
家
資
格
で

も
な
い
の
に
、
「
国
家
資
格
で
す
」
「
試

験
が
免
除
さ
れ
る
」
な
ど
と
誘
い
、
申

し
込
み
を
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

「
将
来
の
夢
を

巧
み
に
利
用
す
る
」

悪
質
商
法
は
、
新
人
牛
や
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
な
ど
の
将
来
の
夢
を
巧
み
に

利
用
し
ま
す
。
「
金
も
う
け
が
で
き
る
」

「
高
級
車
が
買
え
る
」
な
ど
は
、
若
者

な
ら
だ
れ
で
も
か
な
え
て
み
た
い
夢
で

す
。
こ
れ
が
実
現
す
る
か
の
よ
う
な
廿

い
言
葉
で
近
づ
き
、
成
功
者
の
話
を
聞

か
せ
、
「
自
分
も
こ
う
な
れ
る
」
と
思

い
込
ま
せ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
扶
餐
家
族
が
い
な
い
新
入

生
や
フ
レ
ノ
シ
ユ
マ
ン
た
ち
は
、
ア
ル

パ
イ
ト
や
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
比
較
的

白
面
に
お
金
が
使
え
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
、
少
額
の
ロ
ー
ン
を
糾
ん
で
も
、
突

然
年
前
が
帯
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
は

少
な
い
と
い
え
ま
す
。
悪
質
業
者
は
、

こ
こ
を
狙
っ
て
く
る
の
で
す
。
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一
年
山
間
の
活
動
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

家
庭
教
育
学
級
閉
講
式

2
月
B
日
に
烏
門
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
、
烏
円
小
孝
枝
家

庭
教
育
学
級
の
閉
講
式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
日
本
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
指
導
員
の
梅
田
典
子
先
生
を
講
師
に
招
い
て
、

受
講
者
全
員
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
′
亨
を
し
た
り
、
ダ
ン
ス
を

し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
開
講
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
閉
講

式
で
は
受
講
者
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
評
が
手
渡
さ
れ
、
一
年
間

の
活
動
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
受
講
者
の
皆
さ
ん
、
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。

町
民
の
生
の
声
を
置
授
知
事
へ

「
移
動
知
事
室
」
が
遠
賀
町
で
開
催

2
月
1
5
日
に
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
遠
賀
郡
4

町
を
対
象
と
し
た
「
移
動
知
事
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
麻
生
知
事
や
関
係
者
が
来
ら
れ
、
地
域
住
民
の
代
表
や
町

長
・
議
長
と
の
対
話
・
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

産
方
南
校
一
年
の
井
上
優
子
さ
ん

直
方
高
校
－
年
の
井
上
優
子
さ
ん
　
（
別
府
）
　
が
、
3
月
2
5
日
か

ら
2
8
日
ま
で
東
京
の
辰
巳
国
際
水
泳
場
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
、
平
泳
き
“
0
0
M
、
二
〇
〇
M
の
福
岡
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
、
1
月
2
7
日
・
2
8
日
に
福
間
古
西
市
民
プ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
予
選
で
見
事
優
勝
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
3
故
の
時
か
ら
水
泳
を
は
じ
め
、
今
で
は
毎
日
2

時
間
、
自
宅
近
く
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
練
留
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
井
上
さ
ん
は
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
自
分
の
持
っ
て
い
る

力
を
す
べ
て
発
揮
し
て
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
」

と
大
会
に
向
け
て
の
施
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
こ
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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2月11旧こ遠賀総合運動公団周辺道路で、250人が参加して、健

隷マラソン大会が行われました。結果は次の通りです。

（○数字はIi剛立、敬称略）

〔男子の部〕▽小学1年①井正勘右②有朋利光③篠崎祐希▽同2年

①煉慎一郎②塚本大祐③同根棒大▽向3年①i由崎詐②松野友彦③薄

井質史▽同4年①篠塚友佑（D横田高大③今上宏輔▽同5年①中野　一

柳②平間充止③萬徳隆司▽同6年①横光範央（め置場敏郎③清水佑樹
▽中学1年①中西健太②織田信之③白石尭平▽同2・3年①光武仙

崎②船山磯実（動朝紀彰▽30披未満①小川恵一一一②内相安高▽40歳未満

①勝様②藤井潤③尾崎泰治▽40歳以上①堤霊神（Dl左膝弘之▽45歳以

上①畠橋英則▽50歳以上①後藤幸雄▽55殻以上（D阿部吉信

〔女子の部〕▽小学1年①小字根直美②保線用貴子③浜田美紀▽同
2年①i喜裕子②和田百合奈③鵠尺反中▽ini3年①喜入瑠央＠）違廉さ

ゆり（⑭毛利清香▽向4年①塚原永子②江口麻美（D松波で忠子▽同5

年①森田奈津子②大津裕子③松井洋子▽向6年（DI鯨岡美沙江（り佐藤

恵美③永瑠利僅▽中学1年（D深田伊都子（D花田浩美③竹森未来▽同
2・3年（D門司佐和子（D橋暗面呑吐③入江多恵子▽40歳未満（D古家

美津江（D平田弘美③親凪11美子▽45歳以上①i可部知子（D若城キヌ子

曲謄謹

新
親
猿
に
前
か
方
で
∴
G
O
！

訪
ね
と
び
犬
多

2
月
1
7
日
に
出
門
小
字
絞
体
育
館
で
、
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
児
輩
の
皆
さ
ん
は
各
ク
ラ
ス
別
に
体
育
館
に
集
ま

り
、
短
縄
、
入
組
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
、
H
こ
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新
一
年
生
一
日
体
験
入
学

今
春
、
小
学
校
入
営
予
定
の
子
と
も
た
ち
に
写
校
の
雰
囲
気
に

少
し
で
も
な
れ
て
も
ら
お
う
と
、
各
小
学
校
で
新
入
生
－
H
体
験

大
字
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
、
2
月
1
4
日
に
行
わ
れ
た
浅
木
小

雪
校
で
の
　
コ
マ
、
子
と
も
た
ち
が
小
さ
な
胸
を
期
待
で
い
っ
ぱ

い
に
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
授
業
風
景
や

掌
校
内
の
施
設
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
。
ヒ
ッ
カ
。
ピ
ッ
カ

の
一
年
生

○
愈
閻
鍵
盤
陶
欝
鶴
㊥
（
蜜
轡
響
旦
竃



わたしらしさ　の　　叢町民学習ネットワ＿ク事業

花を　咲かせたい　誌詰諾謹業
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い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
で

豊
か
さ
　
広
げ
ま
せ
ん
か

『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

中
央
公
民
館
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

が
、
気
韓
に
「
黒
か
な
生
き
が
い
づ
く
り
」

が
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
年
度
に
　
『
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
』
　
を
開
設
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、

「
豊
か
な
生
き
が
い
づ
く
り
」
　
へ
の
参
加

に
つ
い
て
、
そ
の
希
望
を
お
爆
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
　
「
趣
味
の
園
芸
」
　
「
社
交
ダ

ン
ス
」
　
の
二
つ
の
学
級
が
生
ま
れ
、
す
で

に
地
域
で
活
動
に
入
り
、
自
主
的
活
動
の

組
織
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
内
で
は
、
五
人
以
上
の
仲
間
と
は

な
か
な
か
出
会
わ
な
い
、
し
か
し
、
広
い

町
内
で
、
同
じ
学
習
希
望
の
仲
間
が
で
き

る
な
ら
ば
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た
い
と

い
う
方
に
、
ぜ
ひ
　
『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

学
級
』
　
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
十
回
の
学
習
は
、
公
民
館
講
座
と
し
て

開
設
致
し
ま
す
。
特
に
、
テ
キ
ス
ト
等
の

た
た
き
ま
す
。

こ
の
　
『
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
学
級
』
　
に
参
加
し
た

い
と
い
う
方
は
、
中
央
公

民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す

参
加
希
望
申
込
書
に
記
入

さ
れ
、
3
月
莱
H
ま
で
に

中
央
公
民
館
あ
て
ご
旋
出

く
だ
さ
い
。

参
加
で
き
る
学
習
項
目

メ
ニ
ュ
ー
は
、
次
貝
の
「
字

溜
頭
目
お
よ
び
有
志
指
揮

者
」
　
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
学
習
∵
項
目
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
み
な

さ
ん
が
希
望
さ
れ
る
字
紺

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
趣
味
と
園
芸
学
級
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
　
（
花
苗
の
植
え
つ
け
）

「
社
交
ダ
ン
ス
学
級
」
の
み
な
さ
ん
も
参
加

し
て
開
か
れ
、
盛
会
だ
っ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ

購
入
が
必
要
な
と
き
は
、
学
習
参
加
者
が

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
回
の
学
習
終
了
後
は
、
そ
の
ま
ま
孝

習
グ
ル
ー
プ
が
、
自
主
的
活
動
を
し
て
い

み
な
さ
ん
の
語
極
的
拡

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す

参
加
希
望
の
申
込
み
に
よ
っ
て
、
十
人
　
　
　
こ
の
掌
紋
の
指
導
は
、
遊
質
町
民
宰
胃

以
上
の
同
じ
掌
習
仲
間
が
出
会
え
ば
、
グ
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
有
志
指
導
者
の
み

ル
ー
プ
を
作
り
、
『
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
　
　
な
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

学
級
」
　
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
は
、
5
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま
す



－‘‘学習なかま’’との出会い－

鶉貌頭陸続－
どうしてしゃべれないの？

Q：「私もそうだったけれど、今の子ともは、中学

校、高校と合わせて6年間、英語を勉強しても、英
語がしゃべれない人が多いのは、とうしてかしら」

A：これは、別に本人に問題があるわけではなく、

しゃべれるようになる勉強をしていないからです。

日本の英語教育は、まだまだ文法が申し、になってい
て、あくまでも入試のための勉強がほとんどとしか

思われません。文法と翻訳の勉強が主で、英語が
しゃべれる人は、天才に近い人物だと思います。
とこの国の言葉もそうですが、自然に身につく条

件として、（1）ほぼ毎日、その言葉を使う必要が
ある状態（例●外国で暮らしている）、（2）個人的
に強い興味をもっている（例：Beatlesが大好きで

もっと深く理解したい）、この二つがあります。両

方が重なれば最適ですが、そのうちの一つでも十分
です。日本に住んでいるうちは、条件（1）をわざ
わざ作るのは難しい。となると、条件の（2）しか

残りません。興味があれば身につぐ）では、英語
が話せないすべての日本人は、英語が嫌いなのか・。
中学1年Itの了・とものほとんどが、英，勘こ興味を

持っていると言います。しかし、i翫校を卒業するま
でに、その大半は英語が「嫌い」と、はっきり言う

ようになるのはなぜでしょう。文法や単語の暗記が、
6年も続けば、誰だって嫌いになるのかもしれませ

ん。もともと、純粋な興味を揮っていても、このよ

うな勉強を何年もしていては、当然、興味も縛れる
でしょう。言葉は、相手に何かを伝えたい気持ちが
あって、初めて役に」1＿ちます。ですから、外国の人
とのコミュニケーションが目標でなければ、その勉

強は役に立ちません。顕の体操にしかすぎません。
役に立たない、興味が薄い英語の授業。早く目標を
入試から交流に切り換えることが必要と思います。

／％移ク

∴

『いきいきふれあい学級』　学習項目および有志指導者

（敬称略）

1、家庭生活・日常生活　　　　10項目 

お菓子づく　り �矢島　昭子 ��趣　味　の　園　芸 �松本　　隆 � 

着　　付　　け �吉村　和子 ��盆　　　　　栽 �矢野　降出 � 

編　　み　　物 �柳野エミ子 ��庭木の手入れ �内之倉益． � 

手　　編　　み �吉江　政子 ��救　　急　　法 �奥村　弘 � 

アートフラワー �竹内　康子 ��ロープ結索法 �毛利　光菩 

2、教　委　　　　　　　　　　　4項目 

伝　統　俳　句 �安部　紫流 ��簿　　　　　　記 �田中　靖人 

英　　会　　話 �R・マー7イ ��新　聞　編　集 �筒井　　孝 

3、趣　味　　　　　　　　　　19項目 

面　づ　く　　り �藤沢松三郎 ��民　　　　　　話 �衛藤藤螢志 

毛筆習字かな �丸井　紙子 ��カ　ラ　オ　ケ �里山　積市 

∴ �古賀　徳次 ��．： �古賀∴孝美 

′ク �松尾　福治 ��尺　　　　　　八 �稗田　忠義 

ノン �今井　幸子 ��社　交　ダ　ン　ス �衛藤　　勇 

毛箪習字漢字 �今井　秀直 ��∴ �神谷　贋美 

〃 �今井　幸子 ��∴ �泉源ノリ子 

lク �小川　文彦 ��∴ �ili田　二郎 

ペ　ン　智　子 �松尾　福治 ��い∴：i∴訓　l �杉　　　明 

ノン �今井　幸子 ��■ �衆　　光点 

橘　二三善夫 ��竹　　細　　1 �杉　　　明 

茶　　　　　　道 �永島　妙子 ��∴ �輩　　光点 

華　　　　　　道 �福田∴幸子 ��茅　の　薬　細　工 �太田　秋雄 

日　　　　　　舞 �．： ��凧　　作　　り �野中　突進 

詩　　　　　　吟 �江頼∴∴実 ��居　　合　　道 �中田　和 � 
lプ �′同ii文彦 ��H　本　月　鑑∵走 �松本 � 

4、伝承文化　　　　　　　　　　2項目 

郷　士　民　話i ��与野　千年ii郷　士　歴　史‖踊　子草 

5、スポーツ・レク ��ノエーション　2項目 

スポーツ全般1 ��il本　辰雄iiテ　ニ　スi山田　正義 

「
趣
味
の
園
芸
」

サ
ー
ク
ル
の

会
員
を
募
集

今
年
度
「
趣
味
の
開
業
」
教
室
が
上
回

に
わ
た
っ
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
「
地
球
環
境
保
全
」
　
に
役

立
つ
ケ
ナ
フ
の
栽
培
を
含
め
た
園
芸
サ
ー

ク
ル
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

「
趣
味
の
園
芸
」
旧
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
新
し
い
会
員
を
暮
集
致
し
ま
す
。

＊
と
　
き
　
第
　
回
　
3
月
1
7
日
　
（
H
）

牛
点
間
1
0
時
か
ら

＊
と
こ
ろ
　
速
質
町
中
火
公
民
館
会
議
室

＊
会
　
費
－
カ
月
　
血
石
〓
程
度

細
部
に
つ
い
て
は
、
当
日
、
み
な
さ
ん

と
協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

頭
牛
津
　
吉
野
千
年

℡
二
九
二
1
0
回
二
五

上
別
府
　
桝
田
∴
胡

℡
二
九
：
．
I
O
冗
○
川

※
　
ケ
ナ
フ
と
は
、
紙
の
原
料
が
で
き
る

年
華
柄
物
で
す
。
周
の
活
悟
化
に
も

役
立
つ
も
の
と
信
じ
ま
す
。



くらしの

資源保護のため

金あき缶はe
リサイクルへ

役場293－1234

中央公民後

屈示ロビーだより

●日赤作畠

南北長日会

●層示調6

3月30日（土）まで

育児・介護等を行う

労働善を応援します

フレーフレー・テレフォン

働き競はるのに障害になってい

ることや心配なことはありません

か。

フレーフレー・テレフォンは、

育児・介護等を行う労働者の就業

支援河業として育児・介護・家事

などの柄報を無料で提供していま

す。お気軽にお電話してくださ

い。

●相談日　毎週月一金曜日　午前

9時30分一午後4時30分

●詳しくは、朝川21世紀職業財間福

岡事務所　℡092（414）

2020　にお問い合わせくだ

さい。

〆

救急遠賀町　　　　30件

郡　内　　　166件

火災遠賀町　　　　0倍

郡　内　　　　0件

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
平
成
8
年

度
固
定
質
腫
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
課
税
台

帳
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
昨
年

家
の
新
築
・
増
築
や
土
地
の
売
賞
な
ど

固
定
資
巌
に
異
動
が
あ
っ
た
人
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
所
有
者
以
外
の
人

が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
価
格
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。

●
綾
覧
期
間
　
4
月
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で

●
縦
覧
時
間
　
年
前
8
時
0
0
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で

●
縦
覧
場
所
　
役
場
税
務
課
固
定
資
産

税
係
窓
口

固
定
資
産
税
第
一
期
分

の
納
期
限
は
5
月
割
田

平
成
8
年
度
固
定
資
産
税
第
一
期
分

の
納
期
限
は
、
5
月
3
1
日
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
年
3
月
の
地
方
税
法
の
改

正
に
と
も
な
い
、
固
定
質
膳
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
例
年
よ
り
．
か
月
遅
れ
た
た

め
で
す
。
納
付
博
は
5
月
中
旬
こ
ろ
発

遺
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務
課
固
定
質

産
税
係

ゐ
ん
ぱ
く
教
室
が
あ
り
ま
す

身
近
な
物
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
ー
・

☆
緯
了
式
（
平
成
1
年
虞
わ
ん
ぱ
く
懇
霊
）

●
と
き
　
3
月
2
6
日
　
（
火
）
　
▽
午
前
1
0

時
～
日
時
0
0
分
　
（
受
付
＝
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
i

●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
就
学
前
の
乳

幼
児

●
内
容
　
保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
∵
言

語
訓
練
士
に
よ
る
言
葉
の
相
談
　
（
予

約
制
）
、
育
児
交
流
、
お
や
つ
紹
介

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
新
聞
紙
、
タ
オ

ル
、
水
筒
、
お
し
ぼ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
牛
乳
パ
ノ
ク

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
4
月
か
ら
平
成
8
年
度
の
わ

ん
ぱ
く
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

●
掛
金
　
無
料

※
固
い
合
わ
せ
　
役
揚
保
健
術
生
保

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

平
成
8
年
度
「
第
紬
回

九
州
青
年
の
船
」
ラ
ス

ト
ク
ル
ー
ズ
福
岡
県
団

員
を
募
集
し
ま
す

●
と
き
　
8
月
2
5
日
　
（
H
）
　
～
9
月
5

日
　
（
木
）
　
〔
1
2
日
間
〕

●
訪
問
国
　
大
韓
民
国
、
中
華
人
民
共

和
国

●
募
集
人
員
　
班
長
　
．
人
、
．
般
聞

損
　
川
上
四
人

●
年
齢
　
班
長
　
2
6
歳
－
3
5
歳
、
一
般

団
員
　
2
0
歳
－
2
9
競

●
負
担
金
　
七
万
一
．
．
十
日
（
班
長
は
免
除
）

●
募
集
期
間
　
4
月
1
日
－
5
月
1
5
日

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
企
画

振
輿
郎
県
民
葦
活
局
青
少
年
対
策
課

℡

0

9

2

　

（

6

4

1

）

　

4

1

4

0

日
本
育
英
会
高
篭
学
校

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

日
本
育
英
会
相
聞
県
支
部
で
は
、
公

私
立
高
等
孝
枝
の
全
学
年
の
生
徒
を
対

象
に
「
轟
等
学
校
奨
学
生
」
　
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
八
年
度
の
中

学
校
∵
年
産
在
籍
者
を
対
象
と
す
る

「
運
営
後
の
奨
労
金
の
岱
与
予
約
」
、

平
成
九
年
度
奨
享
年
採
用
候
補
者
の
募

集
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

●
出
願
期
間
・
対
象
者

▽
高
等
学
校
奨
草
生
＝
高
校
金
字
年

〔
暮
集
は
4
月
・
9
月
　
（
最
高
掌
年

は
除
く
）
年
二
田
〕

▽
高
校
・
高
専
予
約
奨
学
生
＝
中
学
二

年
生
　
〔
募
集
は
5
月
～
6
月
下
旬
〕

※
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
営
力
・
家
計
の

基
準
が
あ
り
ま
す
。

●
奨
学
金
貸
与
月
額
　
（
予
定
）

▽
公
立
高
校
　
自
宅
か
ら
通
学
＝
一
万

囲
千
国
、
自
宅
外
か
ら
通
学
＝
．
方

九
千
円

▽
私
i
V
高
校
　
自
宅
か
ら
通
草
＝
一
方

（

六
千
円
、
自
宅
外
か
ら
通
学
＝
三
万

一
千
円

▽
橘
等
専
門
孝
校
　
自
宅
か
ら
通
学
＝

一
万
七
千
円
、
自
宅
外
か
ら
通
学
＝

一
万
八
千
五
百
円

●
返
還
方
法
　
貸
与
終
了
後
、
所
定
の

期
間
内
に
年
賦
で
返
還

●
申
込
先
　
在
籍
す
る
高
校
・
中
学
校

の
担
任
の
先
年
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
日
本
育
英
会
福
岡
県

支
部
〔
県
庁
4
脱
島
校
教
育
課
内
〕

℡

0

9

2

　

（

6

4

1

）

　

1

4

1

8



今、お持ちの国民健康保険被保険者証は、3月31日で

有効期限が切れます。新しい保険証を次の通り交付しま

す。

●と　き　3月25日（月）一29日（金）

午前9時一午後4時

●ところ　役場玄関ホール

●持ってくるもの　保険証（桃色）と印鑑

※遠隔地の学生なと家族と別に保険証をお持ちの人は、

申請書（住民課国保年金係にあります）に学生証の写

し、または、在学説明評を添付し、印鑑を持参のうえ、

国保年金係で手続きをしてください。

バ　小　水　初　絵 ス　さ　個　暦　馬 �俳 句 合 鍵 俳 女 句 会 抄 �舟山　れ月　製∴菱　鉢栗　び子 はき　清光　先の　に子　らら �短 歌 お � �俳 短句 

隙　き　の　未　あ り　駅∴∴昏∴∴知　ま ��漸井　底の　に間　花鉢∴∴餅掃 くに　の青　とに　をを」り 

て　中　る　な　た 沌　さ　る　る　風 ��椒∴亦　いく　め菱∴∴活用　に元 つみ　ろ差　での　けい　心旦 

の　　き　　遥　Ii　に ��き　お　　く　し　　拙　さ　　て　る　　利　の �ん 
I－j　　間　　か　　々　　打 ��た　び　　ず　入　　う　線∴∴楽∴種　　ご宵 �が 
さ　　松　　に　　の　　ち　池 ��る　た　　に　る　　　　す　　し　の　　み　ひ　河 �姓 
の　　朝　　潮　　厚　　合　田 ��ら　る　　似　約　　　　が　　む　客　　ぬ　と　中 �軟 ��歌 
加　軍　紀　の　末　の　芳　さ　玉ふ ��大　し　鉢－　て屋大　　す　河　　も　中　　り �会 
藤　の　手　雨　永　榔　野　か　野　初　幸 ��塵　　楠田　　に庭　　が原　　な野　　食靖 �綜 
暮　　　　キ　り　　な　　諦利 ��ト　　え　　　　塵　　　　と　タ　　く　す　　む　喜 �葦 

栄で　　ミ　宏　信　澄 子　進　板　子　彦 ��シ　の戻　す房　総ツ　慕え「選 ミ　牡子　わ江　をミ　予の　化 � 

∴）、

平
成
8
年
度
直
方
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

の
学
生
を
募
集
し
ま
す

●
出
願
脊
椎
　
高
等
学
校
卒
業
者
お
よ

び
平
成
8
年
3
月
卒
業
見
込
み
の

人
、
ま
た
は
そ
れ
と
向
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
学
科
・
募
集
定
員
　
梢
報
ビ
ジ
ネ
ス

科
5
0
人
・
桐
報
シ
ス
テ
ム
科
5
0
人

各
科
と
も
全
日
制
　
（
二
年
）

●
出
願
受
付
期
間
　
3
月
1
3
日
－
3
月

2
7
日

●
試
験
日
　
3
月
3
1
日
　
（
日
）

※
諦
し
く
は
、
直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
　
℡
0
9
4
9
2
　
（
3
）

0
2
0
0
　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
た

さい。

ア
ー
ト
フ
ル
ー
ツ
カ

レ
ッ
ジ
の
受
話
生
を
募

集
し
ま
す

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
で
は
、
地
域
文

化
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
課
題
を
体
系

的
・
専
門
的
に
学
習
し
、
地
域
文
化
の

向
上
を
目
指
し
た
人
材
育
成
事
業
を
行

い
ま
す
。

●

と

き

　

平

成

8

年

4

月

～

1

2

月

（
コ
ー
ス
に
よ
り
変
更
あ
り
）

●
と
こ
ろ
　
岡
壇
サ
ン
リ
ー
ア
イ
及
び

岡
垣
町
立
東
部
公
民
館

●
内
容

☆
い
ち
ご
コ
ー
ス

ア
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
　
（
イ
ベ
ン
ト
企

画
コ
ー
ス
）
、
ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

（
司
会
や
進
行
台
本
作
成
コ
ー
ス
）

☆
び
わ
コ
ー
ス

ス
テ
ー
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
　
（
舞
台
芸
術

コ
ー
ス
）

☆
み
か
ん
コ
ー
ス

ペ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
　
（
広
報
・
チ
ラ
シ

作
成
コ
ー
ス
）

☆
ぶ
と
う
コ
ー
ス

凶
聾
サ
ポ
ー
タ
ー
（
布
の
絵
本
制
作

コ
ー
ス
・
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ス
・
謹

棚
整
理
・
本
の
修
理
コ
ー
ス
）

●
受
講
料
　
無
料
　
た
だ
し
教
材
萄
等

と
し
て
三
千
円
必
要

●
公
開
講
座
　
4
月
7
日
・
4
月
2
1

日
・
5
月
1
2
日

●
問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア

イ
・
ア
ー
ト
フ
ル
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
係

〒
肌
－
4
2
　
遠
積
那
岡
垣
町
人
字
野

間
六
八
九
－
二
　
℡
　
（
2
8
2
）
　
1

※
詳
し
い
情
報
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す

『
野
草
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
』

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

野
も
山
も
新
芽
の
吹
き
出
る
音
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
な
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
『
野
草
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

を
実
施
し
ま
す
。

柔
ら
か
い
新
芽
は
、
野
草
と
い
え
ど

も
色
々
と
料
理
の
仕
様
に
よ
っ
て
は
お

い
し
く
、
昧
党
で
季
節
を
知
る
事
に
も

な
り
ま
す
。
小
用
の
ほ
と
り
、
田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
道
等
で
野
草
を
採
り
、
そ
し
て

そ
の
一
部
を
天
ぷ
ら
等
に
し
て
食
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
と
き
　
3
月
2
3
日
　
（
土
）
　
午
前
9
時

3
0
分
　
（
受
付
）

●
集
合
場
所
　
ふ
れ
あ
い
広
場
　
（
潰
木

小
掌
校
西
側
）

●
参
加
資
格
　
と
な
た
で
も
緒
櫛
で

す
。
（
た
だ
し
、
小
学
校
低
学
年
は

要
保
護
者
）

●
持
参
晶
　
弁
当
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
小
）
、

雨
具
　
（
雨
の
心
配
の
な
い
と
き
は
不

要
）
、
水
筋
等

●
参
加
費
　
三
高
口
（
保
険
料
を
含
む
）

●
申
込
期
限
　
3
月
1
8
日
　
（
月
）

●
主
催
　
連
鎖
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

会
●
申
込
先
　
担
当
会
員
　
野
中
莫
逆
さ

ん
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
2
0
6
5

ま
た
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
ま
で

稀
神
障
害
者
家
族
の
集

い
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
3
月
2
9
日
　
（
余
）
　
牛
後
1
時

0
0
分
～
3
時
（
受
付
午
後
1
時
か
ち
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
道
質
保
健
所
会
議

室
　
（
水
巻
町
喜
田
）

●
講
演
　
「
か
よ
い
あ
い
た
い
小
た
ち
」

●
講
師
　
捉
癖
院
∴
睦
庚
心
剰
上
　
柚

木
里
香
さ
ん

●
費
用
　
蕪
綱

※
な
お
、
講
演
の
前
に
雅
称
保
健
福
相

法
に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
し
ま

す。
●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所

保
健
予
防
課
　
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1

6

1
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
七
謡
）

一
夜
で
咲
い
た
菜
の
花
畑

（広漉）
広
渡
に
あ
る
人
剣
神
祖
は
、
そ
の
む

か
し
、
遠
賀
川
の
向
こ
う
岸
の
立
属
敗

か
ら
分
即
さ
れ
た
神
様
で
し
た
。

村
人
連
は
毎
朝
こ
の
お
礼
に
お
ま
い

り
す
る
の
か
な
ら
わ
し
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
古
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
礼

を
見
て
、
「
早
い
と
こ
修
籍
せ
ん
ば
、

な
ら
ん
な
あ
。
」
と
、
い
っ
て
お
り
ま

した。あ
る
毎
i
の
轟
の
こ
と
で
す
。
二
、
三

日
前
か
ら
の
大
雨
で
遠
賀
川
の
水
か
さ

が
ど
ん
ど
ん
増
し
て
、
い
ま
に
も
堤
が

切
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
村
人
運
は

お
礼
に
集
ま
っ
て
来
て
、
大
切
に
し
て

い
る
お
礼
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
大

変
だ
と
、
心
配
で
夜
も
眠
ら
ず
守
っ
て

お
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
次

の
日
は
雨
も
や
み
、
か
ら
り
と
耽
れ
わ

た
り
ま
し
た
。
し
か
し
川
原
の
中
に
は

上
流
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
色
々
な
も
の

が
流
れ
つ
い
て
お
り
ま
す
。

「
あ
っ
、
檎
丸
太
だ
」

「
こ
れ
は
き
っ
と
神
様
の
お
恵
だ
。
こ

の
材
木
で
古
く
な
っ
た
お
礼
を
建
て
直

そう。」付
の
大
運
は
常
で
そ
の
流
れ
諦
い
た

丸
太
を
の
こ
ら
す
全
部
川
岸
へ
引
き
上

げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
村
の

長
老
は
こ
う
い
い
ま
し
た
。

「
流
れ
措
い
た
材
木
は
、
上
流
の
も
の

だ
か
ら
、
き
っ
と
お
役
人
が
し
ら
べ
に

来
る
は
ず
じ
ゃ
。
」

「
し
か
し
、
な
ん
と
し
て
も
、
こ
の
檎

丸
太
が
ほ
し
い
も
ん
じ
ゃ
な
あ
。
」

そ
こ
で
村
の
人
達
は
、
い
ろ
い
ろ
と

話
し
合
い
、
考
え
つ
い
た
こ
と
は
、
近

く
の
畑
を
掘
っ
て
、
そ
こ
に
丸
太
を
一

本
の
こ
ら
す
埋
め
て
し
ま
う
こ
と
で
し

た
。
男
も
女
も
、
老
人
も
子
ど
も
も
、

村
中
総
帥
で
鋤
き
、
そ
の
日
の
う
ち
に

と
う
に
か
埋
め
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
畑
は
、
誰

の
日
に
も
す
く
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
新
し
い
ー
の
色
を
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
時
で
す
。
と
こ
か
ら
来
た
の

か
見
知
ら
ぬ
顔
の
美
し
い
娘
さ
ん
が
、

「
そ
こ
に
菜
を
植
え
て
は
ど
う
で
し
ょ

うが。」
と
＝
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
い
思
い
つ

き
だ
と
は
か
り
に
、
村
の
人
達
は
ま
た

総
出
で
、
畑
か
ら
扱
い
だ
と
わ
か
ら
な

い
よ
う
に
少
し
ず
つ
栗
の
間
を
移
し
植

え
、
り
つ
ば
な
栗
畑
に
変
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

「
と
う
か
丸
太
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
よ

うに。」「
と
う
か
無
事
に
お
礼
が
建
て
替
え
ら

れ
ま
す
よ
う
に
。
」
相
の
人
達
は
八
剣

神
社
に
飾
り
ま
し
た
，

そ
の
次
の
H
も
、
曇
－
つ
な
い
よ
い

お
天
気
で
し
た
。
う
ら
ち
か
な
陽
の
光

を
浴
び
て
、
こ
の
前
の
大
雨
な
と
、
う

そ
の
よ
う
な
美
し
い
相
の
景
色
で
す
。

そ
し
て
、
長
老
が
い
っ
て
い
た
通
り
、

鳩
に
乗
っ
た
お
役
人
達
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。

「
椎
の
九
大
が
溢
れ
て
は
こ
な
か
っ
た

か
調
へ
に
ま
い
っ
た
。
」

役
人
達
は
村
じ
ゅ
う
見
て
ま
わ
り
ま

し
た
。
あ
の
丸
太
を
埋
め
た
畑
は
ど
う

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
相
の
人
達
も

心
配
し
て
、
役
人
の
後
か
ら
つ
い
て
ま

わ
り
ま
し
た

そ
の
畑
は
、
な
ん
と
ー
夜
の
う
ち
に

黄
金
色
の
菜
の
花
刷
に
変
わ
っ
て
い
た

の
で
す
、

「
お
う
－
　
な
ん
と
い
つ
ぱ
な
米
側

じ
ゃ
i
　
こ
の
村
の
者
達
は
働
き
者
じ
ゃ

の
う
L
L

そ
う
い
い
な
が
ら
、
役
人
達
は
な
に

も
見
つ
け
る
こ
と
な
く
通
り
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。
ほ
と
な
く
し
て
、
そ
れ
は

白
っ
ぽ
な
八
剣
神
村
が
建
て
ら
れ
た
と

い
、
つ
こ
と
で
す
。

村
で
は
、
こ
の
日
を
、
初
年
万
年
願

と
し
て
、
お
祭
り
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
）
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今
年
も
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し

を
す
る
と
き
、
転
居
前
、
転
属
後
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
は
か
な
り

の
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
引
っ
越
し
が
近

つ
い
て
あ
わ
た
だ
し
〈
な
る
と
、
つ
い

忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
起
こ
る

の
で
、
早
め
に
手
続
き
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
立
て
、
一
つ
済
ま
せ
る
こ
と
に
印

を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
、
漏
れ
が
な
い

よ
・
つ
に
し
ま
し
ょ
・
つ
。

住
民
登
録
は
行
政
事
務
の
基
本
と
な

る
も
の
で
、
転
出
、
転
入
の
屑
け
出
は

そ
れ
ぞ
れ
十
四
日
以
内
に
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
数
か
月
か
ぎ
り
の

引
っ
越
し
や
、
単
身
魁
偉
な
と
で

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
家
族
の
い
る
自
宅
に
帰

る
よ
う
な
場
合
で
も
、
梼
力
住
民
登
録

の
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、

単
身
赴
任
で
も
生
活
の
本
拠
が
赴
任
地

に
あ
る
と
き
は
、
変
更
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
三
歳
未
満
の
予
ど
も
を
対
象
に

し
た
他
種
手
当
、
七
上
破
以
主
の
老
人

を
対
象
に
し
た
老
人
保
健
法
に
よ
る
擾

療
受
給
者
法
の
手
続
き
は
、
転
出
の
と

き
に
届
け
出
を
し
、
引
っ
越
し
先
の
役

所
で
改
め
て
継
続
の
甲
綱
を
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
電
話
、
成
気
、
ガ
ス
、

水
運
、
N
H
K
受
信
料
の
移
転
、
郵
便

の
転
送
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
引
っ
越
し

前
に
必
要
な
主
な
手
続
き
で
す
。
運
転

免
許
証
の
住
所
変
更
と
車
の
変
更
惹
録

は
、
転
居
後
に
行
い
ま
す
。


